令和元年度
長崎県精神保健福祉セミナー
主催：長崎県精神保健福祉士協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
時下、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

さて、今年度も、下記要項にて長崎県精神保健福祉セミナーを開催する運びとなりました。ご多忙とは存じますが、万障お繰り合わせの上、奮ってご参加ください。
また、本研修会1日目終了後、懇親会・名刺交換会を予定しております。個々のネットワークの拡大のためにも多数のご参加をお待ちしております。

お申込みにつきましては、別添参加申込書に必要事項をご記入の上、11月15日までに担当者まで郵送またはＦＡＸにてお願いいたします。
令和元年11月 30日（土）、12月1日(日)

　開催時間　11月30日　受付開始/1３：30
　　　　  12月  1日　受付時間/８：30
          長崎国際大学　2101教室、2102教室
　　〒859-3298 長崎県佐世保市ハウステンボス町2825-7
※会場へは本研修に対する問い合わせはできません。

開催要領
■今回の研修では、２日間のセミナーを開催いたします。
1日目は、「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムについて考えよう」をテーマとします。川崎市より明田久美子氏をお呼びして、川崎市における「全ての地域住民を対象」とした地域包括ケアシステムの現状についてご講義いただきます。また、長崎県の現状についても長崎県障害福祉課の川村麗子氏にご報告いただきます。その後、実際の事例から見える多問題家族への支援・連携における現状と課題等について検討型シンポジウムを行います。
2日目は、2つの分科会に分け研修会を行います。
「実習ハラスメントについて考える」では、長崎大学保健・医療推進センター　カウンセリング部門にてご活躍され、精神保健福祉士の資格も取得されているカウンセラー田中育美先生を講師として、養成校、実習指導者の皆様とハラスメントについて考えたいと思います。
「ソーシャルワークの専門性の共有」では、それぞれ異なる時代の中でソーシャルワークを実践してきたシンポジストの方に、活動内容とソーシャルワークの専門性について意見を述べていただき、その後ディスカッションを通して時代を超えた専門性について共有し、今後につなげていけたらと思います。
· 概要

【開催日時】令和元年11月30日（土）14:00開始(13:30～受付開始)
　　　　　　令和元年12月　1日（日）9:00開始(８:30～受付開始)
【場　　所】長崎国際大学　2101教室、2102教室
　　　　　　　　〒859-3298 長崎県佐世保市ハウステンボス町2825-7
【内　　容】別紙参照下さい。
【参 加 者】精神保健福祉士・地域包括ケアシステムに興味がある方(1日目のみ)
【参 加 費】日本精神保健福祉士協会会員、長崎県精神保健福祉士協会会員、学生は無料
　　　　　　会員、学生以外は1,000円
【懇 親 会】佐世保駅周辺を予定しています。
会費：４,000円程度を考えています。
　　　　　　　貴重な機会です。情報交換や名刺交換など互いの親睦を深めましょう。
【申 込 み】「参加申込書」に必要事項をご記入の上、郵送・ＦＡＸにてお送り下さい。

締め切り：令和元年11月15日（ 金 ）必着。なるべく早めの申込みをお願います。
長崎県精神保健福祉セミナー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★１１月30日（土）プログラム★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	テーマ：「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムについて考えよう」

	13：30
	受付

	14：00
14：10
	開講式・オリエンテーション

挨拶：梁瀬　健一氏（長崎県精神保健福祉士協会副会長）

	14：10
14：30
	情報提供「長崎県における精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの現状」
講師：川村　麗子氏（長崎県障害福祉課）

	14：30
16：00
	講演「川崎市における全ての地域住民を対象とした地域包括ケアシステムの実際」
　川崎市では、子どもから高齢者まで部局横断的な取組が可能となるように、平成28（2016）年4月に区役所保健福祉センター内に、「地域みまもり支援センター」を設置して「個別支援の強化」と「地域力の向上」に取り組んでいます。さらに平成31年4月からは、区保健福祉センター内の専門的支援機能と更なる連携を図るため、区保健福祉センターを、「地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所）」と改称し、取組の充実を目指しています。
　そのセンターで立ち上げの段階からご活躍していらっしゃる明田氏に、川崎市で多職種の方々がどのように連携しながら支援を行っているのか、その実践の現状と課題等についてお話ししていただきます。

講師：川崎市中原区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所）

所長・福祉事務所長　明田　久美子氏　

	16：00
16：10
	休憩

	16：10
17：30
	座談会「それぞれの現場実践から見えてきたもの」
　精神障害にも対応した地域包括ケアシステムを構築するためには、社会問題（8050問題、高齢化・核家族化、ひきこもり等）を捉えることが大切になります。近年、多様化・複雑化するあらゆる課題にどのように対応し、どのような視点・技術・連携が必要なのかを考えるとともに、それに柔軟に対応する専門職の専門性について一緒に考えましょう。
指定発言：柴原　彩子　氏（時津町役場福祉課）
吉田　勝博　氏（大村市地域生活支援センターラム）
助 言 者：明田　久美子　氏（川崎市中原区役所地域みまもり支援センター）


　※この後、１８：３０より佐世保駅周辺で懇親会を予定しております。
★１２月１日（日）プログラム★
　（敬称略）
	分科会①　「実習ハラスメントについて考える」

	08：30
	受付

	9：00
	開会、講師紹介（米満）

	09：10

	講演「実習ハラスメントについて考える」
講師：田中　育美　氏（長崎大学保健・医療推進センター）

	10：40
	休憩

	10：50

	フロアとのディスカッション
コーディネーター：米満　恭一郎　氏　長崎県精神保健福祉士協会業務検討部

助言者：田中　育美　氏　長崎大学保健・医療推進センター

指定発言者：三谷　亨　氏　長崎県精神保健福祉士協会業務検討部

	11：50
	閉会（米満）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	分科会②　「ソーシャルワークの専門性の共有」

	08：30
	受付

	09：00
(途中休憩あり)
11：50
	シンポジウム「ソーシャルワークの専門性の共有」

精神保健福祉士は、ソーシャルワークを実践するにあたり、クライエントの自己決定の実現、生活の質の向上を目指して、専門職としての業務を展開しています。専門職として重要なことは、その実践が専門知識や技術に裏付けされていることであり、そのためには、価値や倫理が基盤となります。
シンポジウムでは、経験年数の異なるシンポジストの方々に、異なる時代を背景としたソーシャルワーク実践内容と、ソーシャルワークの専門性について意見を述べて頂きます。その後、ディスカッションを通して、諸先輩たちが試行錯誤しながら確立してきたソーシャルワークの専門性を継承しつつ、社会情勢の変化、生活の多様化、価値観の変化などの、時代の変化に対応できるソーシャルワークの専門性について共有し、未来につなげていきたいと思います。
シンポジスト：稗田　幸則　氏（長崎県精神保健福祉士協会長）
　　　　　　　　森　　望　氏（医療法人慶友会　西海病院）
　　　　　　　池永陽一郎　氏（わくわくワーク）
　　　　　　　宮原　由佳　氏（医療法人昌正会　出口病院）
　　　　　　　川久保　愛　氏（南高愛隣会）
コーディネータ：梁瀬　健一氏（長崎県精神保健福祉士協会副会長）
　　　　　　　　高島　恭子氏（長崎国際大学）

	11:50
	閉会


	長崎県精神保健福祉セミナー　申込書
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